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諏訪市景観形成基本計画

 

 

所在地：　長野県諏訪市
発注者：　長野県諏訪市
期間：　　2006年
対象区域：諏訪市全域
業務概要：景観資源調査
　　　　　景観特性及び課題整理
　　　　　基本目標及び基本方針の検討
　　　　　策定委員会の運営支援
　　　　　景観形成基本計画の策定

　本計画は、優れた景観資源を活かしながら、
個性ある景観を保全・育成し、都市景観の形成
を総合的かつ計画的に推進するため、基本的な
方向を明らかにするとともに、その実現に向け
て市民・事業者と行政の協働による都市景観形
成の指針として策定した。
　策定にあたって、諏訪市の自然環境、社会環
境、歴史・文化を整理し、景観特性および課題
の分析を踏まえた基本目標、基本方針を定める
とともに、計画具体化のための推進方策と体制
を検討している。
　

景観構造図景観構造の考え方
●景観ゾーン (面的な景観要素)

●自然地形との調和や斜面緑地
　の連続性に配慮する

●湖畔と隣接する市街地が一体となった
　回遊性のある景観づくり

●快適で魅力ある歩行者優先の通りを創出する
●湖畔沿いの歩行者動線と連結する

同質の景観特性をもつ領域のまとまり

●景観軸 (線的な景観要素)
景観の骨格をつくり、連続性のある
景観形成を図るべき線的なまとまり

●景観拠点 (点的な景観要素)
生活圏の中心など、求心性のある景
観形成を図るべきまとまり

実践

分析
3.景観特性
1）景観資源の把握
2）景観特性
3）景観形成の課題

6.計画の推進方策
1）景観形成の推進方策
2）景観形成の推進体制

総論
1.はじめに
1）都市景観の意義
2）計画の目的
3）計画の位置づけと構成

2.諏訪市の概況
1）諏訪市の概要
2）自然環境
3）社会環境
4）歴史・文化

計画
4.景観形成の理念と目標
1）景観形成の基本的視点
2）景観形成の理念
3）基本目標

5.基本方針
1）市全体の基本方針
2）景観構造別の基本方針
3）重点整備地区の選定

■構成


